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所所属属：：  福福井井工工業業高高等等専専門門学学校校  環環境境都都市市工工学学科科 

研研究究内内容容：：    

  

【【地地盤盤改改良良材材のの強強度度特特性性評評価価】】  

  軟軟弱弱地地盤盤のの支支持持力力をを向向上上ささせせるるたためめ，，地地盤盤をを削削孔孔ししててセセメメンントトミミルルククをを流流しし込込みみ，，杭杭をを築築造造すするる工工法法ががあありりまますす。。

ここのの工工法法でで使使用用すするるセセメメンントトミミルルククはは，，施施工工性性のの確確保保ののたためめにに水水セセメメンントト比比がが高高くく設設定定さされれてておおりり，，硬硬化化前前にに材材料料分分

離離ややブブリリーーデディィンンググをを生生じじるる可可能能性性ががあありりまますす。。混混和和材材料料のの添添加加にによよっっててブブリリーーデディィンンググをを抑抑制制しし，，かかつつ必必要要なな強強度度

をを発発現現すするるかかどどううかか，，材材料料試試験験やや強強度度試試験験にによよっってて検検討討ししてていいまますす。。ままたた，，混混和和材材料料のの新新規規開開発発ににもも挑挑戦戦ししてていいきき

まますす。。  

  

【【ココンンククリリーートトのの乾乾燥燥収収縮縮】】  

ココンンククリリーートトはは，，ココンンククリリーートト中中のの水水分分がが大大気気にに逸逸散散すするるここととでで体体積積がが変変化化すするる乾乾燥燥収収縮縮現現象象にによよっってて，，ひひびび割割

れれがが発発生生すするるここととががあありりまますす。。収収縮縮量量のの程程度度はは，，ココンンククリリーートトのの品品質質やや暴暴露露さされれるる環環境境ななどど様様々々なな因因子子にによよっってて異異

ななりりまますす。。予予期期せせぬぬひひびび割割れれをを防防ぐぐここととでで，，構構造造物物をを長長くく，，安安心心ししてて利利用用ししててももららええるるよよううににすするるたためめのの研研究究にに取取りり

組組んんででいいまますす。。  

  

  

【【ココンンククリリーートトののひひびび割割れれ】】  

ココンンククリリーートトににひひびび割割れれがが生生じじるる原原因因はは，，荷荷重重にによよるる曲曲げげひひびび割割れれ，，初初期期材材齢齢時時のの温温度度ひひびびわわれれ，，乾乾燥燥収収縮縮にに

よよるるもものの，，AASSRR ななどどのの化化学学反反応応にによよるるももののななどど多多岐岐ににわわたたりりまますす。。ひひびび割割れれがが発発生生すするるととココンンククリリーートトのの物物質質透透過過

抵抵抗抗性性がが低低くくななるるここととでで内内部部鉄鉄筋筋のの腐腐食食進進行行がが早早ままりり，，耐耐久久性性がが低低下下すするるななどどのの問問題題がが生生じじまますす。。ココンンククリリーートト構構

造造物物のの安安全全性性をを保保つつたためめ，，ひひびび割割れれのの発発生生原原因因ととそそのの対対策策方方法法ににつついいてて研研究究ししてていいまますす。。  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

          

ココンンククリリーートトのの屋屋外外暴暴露露実実験験                                  AASSRR にによよるる膨膨張張ひひびび割割れれ  

  

  

 

研研究究タタイイトトルル：：  

ココンンククリリーートト構構造造物物のの長長寿寿命命化化にに関関すするる研研究究 

 

氏氏名名：：      蓑蓑輪輪  圭圭祐祐／／  MMIINNOOWWAA  KKeeiissuukkee    EE--mmaaiill：：  mmiinnoowwaa@@ffuukkuuii--nncctt..aacc..jjpp  

職職名名：：  助助教教  学学位位：：  博博士士（（工工学学））  

所所属属学学会会・・協協会会：：  土土木木学学会会，，日日本本ココンンククリリーートト工工学学会会  

キキーーワワーードド：：  ココンンククリリーートト，，材材料料物物性性，，複複合合構構造造，，メメンンテテナナンンスス  

技技術術相相談談  

提提供供可可能能技技術術：：  

・・ココンンククリリーートト構構造造物物のの長長寿寿命命化化にに関関すするる検検討討  

・・社社会会基基盤盤メメンンテテナナンンススにに関関すするる人人材材育育成成  

・・小小中中学学生生をを対対象象ととししたた公公開開講講座座おおよよびび出出前前授授業業（（力力学学・・ココンンククリリーートト材材料料））  
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所所属属：：  福福井井工工業業高高等等専専門門学学校校  環環境境都都市市工工学学科科 

提提供供可可能能なな設設備備・・機機器器：：    

名名称称・・型型番番（（メメーーカカーー））  

MMRR デデババイイスス HHoollooLLeennss22（（ママイイククロロソソフフトト社社））    

    

    

    

    

  

  

研研究究タタイイトトルル：：  

複複合合現現実実空空間間（（MMRR））をを活活用用ししたた住住民民参参加加型型計計画画支支援援シシスステテムムのの開開発発  

 

氏氏名名：：      大大和和  裕裕也也／／  YYAAMMAATTOO  YYuuyyaa    EE--mmaaiill：：  yyaammaattoo@@ffuukkuuii--nncctt..aacc..jjpp  

職職名名：：  講講師師  学学位位：：  博博士士（（工工学学））  

所所属属学学会会・・協協会会：：  日日本本建建築築学学会会、、日日本本都都市市計計画画学学会会  

キキーーワワーードド：：  MMRR((MMiixxeedd  RReeaalliittyy))、、ままちちづづくくりり、、防防災災教教育育  

技技術術相相談談  

提提供供可可能能技技術術：：  

・・仮仮想想空空間間ででししかか行行ううここととののででききなないい実実験験やや体体験験型型のの訓訓練練  

・・市市町町村村やや住住民民とと連連携携ししたた防防災災教教育育，，住住民民参参加加  

・・各各種種委委員員（（市市町町村村都都市市計計画画審審議議会会ななどど））  

 
研研究究内内容容：：    

  

【【MMRR をを用用いいたた住住民民参参加加型型計計画画支支援援シシスステテムムのの開開発発】】  

MMRR をを用用いいたた住住民民参参加加型型のの計計画画支支援援シシスステテムムのの有有効効性性をを明明ららかかににすするるたためめ，，街街並並みみをを 33DD モモデデルルでで作作成成しし，，住住

民民とと自自治治体体でで協協議議をを行行いい，，計計画画支支援援シシスステテムムのの効効果果をを検検証証ししてていいまますす．．下下図図はは，，ホホロロレレンンズズとといいうう MMRR でで表表現現すするる

機機械械ででみみたた仮仮想想上上ののままちちななみみでですす．．  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

【【複複合合現現実実空空間間をを用用いいたた津津波波防防災災訓訓練練】】  

防防災災訓訓練練をを行行うう際際にに，，複複合合現現実実空空間間をを用用いいるるここととでで状状況況にに応応じじたたシシチチュュエエーーシショョンンにによよるる防防災災訓訓練練がが可可能能ででああるる

たためめ，，住住民民にに飽飽ききがが生生じじににくくいいこことと，，普普段段体体験験ででききなないいよよううななここととがが体体験験でできき，，地地域域住住民民のの防防災災意意識識のの向向上上ににつつなな

ががるる研研究究をを行行っってていいまますす。。  

  

 

地形データの抽出 津波シミュレーション 建築物倒壊シミュレーション 
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